
し
え
な
い
。
そ
れ
は
釈
尊
の
具
足
が
五
字
受
持
者
の
己
心
に
の
ゑ

実
現
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
の
互
具
論

が
凡
心
具
仏
界
か
ら
凡
心
具
釈
尊
へ
と
移
行
し
、
釈
尊
の
因
位
果

位
論
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
の
は
、
我
等
の
成
仏
が
単
な
る
理
論

論
的
解
明
で
証
明
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
五
字
受
持
な
る
信
仰
的

実
践
に
こ
そ
実
現
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
五
字
の

受
持
が
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
受
領
で
あ
る
ゆ
え
に
、
釈
尊
や
地
涌

の
菩
薩
を
己
心
に
具
足
し
う
る
の
で
あ
る
。
天
台
大
師
の
、
本
果

妙
の
依
文
に
「
我
等
己
心
釈
尊
」
、
本
因
妙
の
依
文
に
「
己
心
菩

薩
」
を
証
さ
れ
た
の
は
、
聖
人
に
と
っ
て
本
果
妙
と
は
久
遠
成
道

の
釈
尊
ｙ
本
因
妙
と
は
久
成
の
人
た
る
地
涌
の
菩
薩
で
あ
る
か
ら

の
釈
尊
、

以
上
、
『
観
心
本
尊
抄
』
を
中
心
に
、
聖
人
に
お
け
る
釈
尊
の

本
因
本
果
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
日
蓮
聖
人
の
本
因
本
果
の
概
念

は
久
遠
成
道
を
本
果
、
久
遠
の
化
導
を
本
因
と
す
る
点
に
お
い
て

基
本
的
に
は
天
台
大
師
と
異
な
ら
な
い
が
、
と
く
に
観
心
に
お
い

て
本
因
を
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
、
受
持
の
当
処
に
本
因
本
果
を
己

心
の
所
具
と
す
る
こ
と
は
他
に
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
（
１
）
。
そ

れ
は
釈
尊
を
論
理
的
に
規
定
し
て
そ
の
本
質
を
論
証
し
た
天
台
大

師
に
対
し
、
聖
人
は
受
持
と
い
う
自
己
の
主
体
に
お
い
て
釈
尊
を

受
領
し
て
い
っ
た
こ
と
の
異
な
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

法
華
経
本
門
の
如
来
寿
量
品
に
は
、
釈
尊
ゑ
ず
か
ら
始
成
正
覚

を
破
し
て
、
そ
の
寿
命
の
久
遠
な
る
こ
と
が
開
顕
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那

由
他
劫
」
と
発
迩
顕
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
次
下
に
は
、
釈
尊

の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
、
更
に
五
百
座
点
劫
の
罫
嶮
を
も

っ
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
五
百
塵
点
劫
の
解
釈
は
古
来
よ
り
論
議
が
喧
し
く
、
有
始

・
無
始
、
常
住
・
無
常
、
実
説
・
仮
説
等
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
小
塙
で
は
、
日
蓮
聖
人
の
遺
文
に
引
用
さ
れ

〔
註
〕（
１
）
茂
田
井
教
亨
先
生
は
『
観
心
本
尊
抄
』
に
聖
人
の
特
異
な
四
菩

薩
観
が
あ
る
と
し
、
そ
の
第
一
に
こ
れ
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
は
茂
田
井
先
生
の
教
示
に
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

寿
量
顕
本
論
’
五
百
塵
点
劫
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て

北

川

前

薙
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た
寿
量
品
の
「
然
善
男
子
一
芸
」
の
発
迩
顕
本
の
文
に
着
目
し
、
五

百
塵
点
劫
解
釈
の
一
助
と
し
た
い
。

さ
て
、
聖
人
遺
文
中
発
迩
顕
本
の
文
の
引
用
は
、
『
守
護
国
家

論
』
『
開
目
抄
』
『
観
心
本
尊
抄
』
等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
引
意

を
検
討
し
て
象
る
と
、
ま
ず
『
守
護
国
家
論
』
（
定
遺
九
四
頁
）

で
は
、
法
華
経
が
如
来
出
世
の
本
懐
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た

め
の
引
用
で
、
顕
本
の
問
題
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
『
開
目
抄
』
（
定
遺
五
五
二
頁
）
で
は
、
本
因
本
果
の
法

門
が
明
か
さ
れ
る
段
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
、
「
無
始
の
仏
界
」
「
無
始
の
九
界
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
発
迩
顕
本
の
久
遠
は
、
「
無
始
」

と
い
う
概
念
を
有
つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
無

始
あ
る
い
は
復
倍
上
数
と
言
っ
て
も
、
は
じ
め
が
あ
り
、
有
限
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
義
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
聖
人
は

五
百
座
点
劫
と
い
う
量
を
鵜
り
て
表
現
さ
れ
た
無
量
の
世
界
、
時

間
概
念
を
超
越
し
た
久
遠
無
始
を
、
そ
こ
に
観
取
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
五
百
座
点
劫
と
は
無
始
と
い
う
解
釈
が

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
つ
の
問
題
と
し
て
久
遠
の
釈
尊
が
「
無
始
」
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
理
法
身
、
真
如
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
提
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
聖
人
が
始
成
正
覚
の
迩
因
迩
果

を
否
定
し
、
久
遠
実
成
の
本
因
本
果
を
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

非
因
非
果
の
法
身
を
正
意
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故

に
、
本
因
本
果
の
「
本
」
と
は
、
無
始
を
意
味
し
、
そ
の
仏
は
理

法
身
で
な
く
、
本
因
本
果
の
具
体
性
と
能
動
性
を
具
備
し
た
釈
尊

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
に
「
釈
尊
因
行
果
徳

二
法
」
（
定
遺
七
二
頁
）
と
説
か
れ
、
『
一
代
五
時
図
』
に
「
久

遠
実
成
実
修
実
証
仏
」
（
同
二
三
四
二
頁
）
と
規
定
さ
れ
た
如
く
、

理
仏
で
は
な
く
事
成
の
仏
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
因
本
果

の
法
門
の
次
下
に
は
、
諸
仏
は
す
べ
て
釈
尊
の
分
身
で
あ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
更
に
三
身
の
顕
本
の
問
題
に
言
及
さ
れ
、
寿
量
品
の

仏
の
桑
三
身
の
無
始
無
終
（
顕
本
）
が
説
か
れ
、
爾
前
諸
経
に
は

三
身
の
顕
本
は
不
説
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
一
代
五
時

図
』
（
同
上
）
に
は
、
始
成
の
三
身
の
顕
本
は
な
く
、
久
成
の
三

身
を
無
始
無
終
と
図
化
さ
れ
て
い
る
。

論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
無
始
無
終
と
は
三
世
常
住
を
意
味
し
、

常
住
不
滅
と
同
義
で
あ
る
。
一
般
に
真
如
を
体
と
す
る
法
身
の
無

始
無
終
は
理
解
で
き
る
が
、
何
故
に
久
成
の
三
身
を
無
始
無
終
に

配
さ
れ
た
の
か
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
く
鍵
と
し
て

『
八
宗
違
目
紗
』
（
定
遺
五
二
五
頁
）
の
冒
頭
に
、
『
文
句
記
』

の
「
若
顕
本
已
本
迩
各
三
」
、
『
文
句
』
の
「
仏
於
一
三
世
一
等
有
二

(3”）



三
身
一
於
一
藷
教
中
一
秘
し
之
不
レ
伝
」
の
引
用
が
見
ら
れ
、
こ
の
説
を

根
拠
と
し
て
久
成
の
三
身
を
三
世
常
住
と
規
定
さ
れ
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。
ま
た
、
聖
人
は
信
仰
的
事
実
に
よ
っ
て
、
三
世
に
亘

る
釈
尊
の
生
命
と
教
化
と
を
観
取
せ
ら
れ
、
釈
尊
の
寿
命
に
断
絶

は
な
く
、
も
し
断
絶
が
あ
っ
て
は
寿
量
本
仏
た
り
得
な
い
と
し
て
、

無
始
無
終
の
概
念
を
付
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
『
開
目
抄
』
（
定
遺
五
七
六
頁
）
に
は
、
発
迩
顕

本
の
文
を
引
用
し
て
、
久
遠
の
釈
尊
が
十
方
分
身
諸
仏
の
能
統
一

者
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

ノ

「
此
過
去
常
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
「
こ
の
」
と
い
う
指
示

代
名
詞
は
発
迩
顕
本
を
さ
し
、
五
百
塵
点
劫
は
過
去
常
と
同
義
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
過
去
常
と
は
過
去
常
住
で
あ
り
、
寿
量
品

で
は
こ
の
過
去
常
住
に
托
し
て
三
世
常
住
が
開
顕
さ
れ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
っ
て
、
五
百
座
点
劫
は
過
去
常
住
と
同
時
に
、
三
世
常

住
、
無
限
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
『
開
目
抄
』
で
は
、
釈
尊
と
諸
仏
と
の
関
係
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
依
報
た
る
国
土
の
問
題
が
述
べ
ら
れ
、
釈

尊
が
三
世
常
住
で
あ
れ
ば
、
依
報
た
る
娑
婆
は
本
土
と
な
り
、
常

住
浄
土
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
観
心
本
尊

抄
』
の
「
今
本
時
娑
婆
世
界
離
二
三
災
一
出
二
四
劫
一
常
住
浄
土
」
（
定

遺
七
一
二
頁
）
と
同
致
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
開
目
抄
』
を
中
心
に
顕
本
の
問
題
を
考
察
し
た
が
、

こ
こ
で
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
五
百
塵
点
劫
と
は
久
遠
無
始
で
あ

り
、
過
去
常
住
を
正
意
と
す
る
が
、
こ
の
過
去
常
を
媒
介
と
し
て

三
世
常
住
が
顕
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
し
か
も
そ
の
三
世

常
住
と
は
釈
尊
の
寿
命
を
指
し
、
そ
の
仏
格
は
三
身
円
満
具
足
の

無
始
無
終
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
尊
の
無
断
絶
の
寿
命
と
救

済
活
動
と
が
五
百
塵
点
劫
の
薯
嶮
を
も
っ
て
示
さ
れ
、
そ
こ
に
永

遠
性
と
絶
対
性
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
我
等
衆
生
は
必

然
的
に
こ
の
釈
尊
と
関
わ
り
、
己
心
に
内
在
す
る
仏
格
は
こ
の
釈

尊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
発
迩
顕

本
の
文
を
引
い
て
、
「
我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身

無
始
古
仏
也
」
と
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
の
思
想
家
・
吉
田
松
陰
は
（
一
八
三
○
’
五
九
）
、
自
ら

二
十
一
回
猛
士
と
称
し
教
育
お
よ
び
規
諌
の
実
行
に
献
身
、
三
十

年
の
短
か
く
も
波
潤
に
富
ん
だ
一
生
を
救
国
の
大
義
に
殉
じ
た
。

吉
田
松
陰
と
日
蓮
聖
人石

川

教
張
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